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令和７年度第１回北斗市総合教育会議 （概要） 

日時：令和８年２月 20日（金） ９：30～ 

会場：北斗市役所１階 大会議室 

 

１ 開会                          

 

２ 市長あいさつ                      

○ 池田市長より開会のあいさつ 

 

 皆様には、お忙しい中ご出席を賜り、誠にありがとうございます。 

 ご承知のとおり、平成 27年に地方教育行政の組織及び運営に関する法律が改正され、総

合教育会議を設置し、教育大綱を定めることとされております。 

 総合教育会議の第１の目的は、教育、学術および文化の振興に関する総合的な施策として

の北斗市教育大綱の策定でございます。本日の会議では、令和８年度から令和 11年度まで

の４年間を期間とした第４期北斗市教育大綱の策定に向け、委員の皆様から忌憚のないご

意見を賜りたいと考えております。 

 今回の改定に当たりましては、基本目標のサブテーマを追加するとともに、基本方針にお

いて、いじめ防止の取組や子どもの居場所づくりなど、いくつか追加・変更を行っておりま

す。 

 北斗市の児童生徒が、スポーツや芸術文化、学業の分野において北海道大会や全国大会で

活躍していることは、大変誇らしいことであります。 

 これらの成果はもとより、指導者、学校、家庭、地域が一丸となって支えてくださってい

る環境は、誠に素晴らしいものであると感じております。 

 今後も、北斗市が一丸となって子どもたちを取り巻く環境の向上に努めるとともに、本市

の教育のさらなる充実に向けて一層努力してまいりますので、皆様方のご指導・ご鞭撻を賜

りますようお願い申し上げます。 

 

３ 出席者の紹介                      

○ 委員、事務局・説明員紹介。 

 

４ 協議事項                        

 

(１) 北斗市教育大綱の改定について             

○事務局から、資料１・２より、教育大綱改定案についての説明。 
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質 疑 応 答 

委員 ○教育大綱の内容自体は良いと感じるが、資料１の「背景」に記載の「人

口減少」について、若い世代と話した際、結婚や子どもを持つことよりも、

自分のやりたいことを優先したいという意見があった。大人の姿を見てい

ると、結婚には良い面もあるが制約もあり、一定の収入があれば生活に困

ることもなく、自分のために使えるお金もある。そうした中で、結婚より

も他の楽しさや生きがいを求める傾向があると感じる。 

〇また、結婚しても子どもを持たない家庭も増えていると感じている。価

値観が多様化している中で、伝え方は難しいとは思うが、学校教育の中で

も家庭を築くことの価値を伝える機会があってもよいのではないかと感

じた。配布資料を読み、改めて価値観の変化を実感したところである。 

市長 

 

 

 

 

○現代は、それぞれの個性や目標があり、我々の 20 代の頃とは考え方が

大きく異なっていると感じている。現在は、自分のやりたいことや目指す

ものを表現し、それが受け入れられる社会になってきている。その結果と

して、婚姻数や出生数の減少といった人口減少につながっているものと認

識している。教育現場において価値観そのものを変えることを伝えるのは

難しい面があるため、自治体で違う方向から、家庭を持つ豊かさを伝える

とともに、将来を見通せる社会になると良いと感じている。教育大綱への

明記については別として、そのような課題はあるという認識は持ってい

る。 

委員 ○道徳教育の充実とも関わる内容であると考える。教育大綱への記載につ

いては別としても、そのような視点は求めていきたい。 

教育長 ○教育行政執行方針の中には、道徳教育について記載している。教育大綱

に明記することについては慎重に考える必要があると認識している。 

委員 〇教育大綱は包括的な内容を示すものであると理解している。 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教育大綱にはさまざまな要素を包括した内容となっている。基本目標の

サブテーマの中で「誰一人取り残さない」という表記は SDGs の理念にも

通じるものとして評価していたが、一方で、個々の優れた才能をさらに伸

ばす視点がやや弱いと感じていた。今回の改定で「一人ひとりの可能性を

引き出す」という記載が加わったことで、その視点も補われており、非常

に良いと感じた。 

〇「グローバルな視点で」という記載が加わった点も評価できる。 

〇自身は、地元の良さに気づかないまま成長したが、大人になって各地を

訪れる中で北斗市の魅力を実感した。どの地域にも魅力はあるが、地元の

良さに気づいていない人も多いのではないかと感じている。実際に、市民

であってもトラピスト修道院やきじひき高原を訪れたことがない人も多
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委員（前頁の

続き） 

い。教育大綱に基づき、市民に北斗市の良さを知ってもらうのが我々の仕

事であると感じているので、教育大綱は非常にまとまった良い内容である

と感じる。 

委員 

 

○基本方針２において、施策４「教職員の働き方改革の推進」から、施策

６「教職員の資質、能力の向上と働き方改革の推進」へ変更されている。

先日の教育委員会において、実際に生徒と教職員で認識のズレがあり、生

徒が楽しさを感じられていない場合があるとの話を聞いたことから、「教

職員の資質、能力の向上」を明記した点は適切であると感じた。 

市長 〇教職員は日々熱心に取り組んでいると感じているが、相性の問題とし

て、生徒と合う・合わないが生じることも事実としてある。 

教育長 ○例えば、体力調査の中で、児童生徒が受ける印象と教職員の認識に差が

生じることがある。現在は一方的に指導する形の授業は難しくなってきて

いると感じている。 

 

（２） その他                       

○ 事務局から、資料５・６により、いじめ、不登校の現状について説明。 

 

質 疑 応 答 

委員 ○資料５について、「３ いじめの発見のきっかけ」について、アンケー

トの実施が功を奏し、「本人からの訴え」が少ない結果となっているが、

資料中の「４ いじめられた児童生徒の相談の状況」にある「学級担任に

相談した」という項目は、アンケートで把握した後、教職員が声がけを行

い相談につながったものと理解してよいか。 

教育長 ○いじめや不登校については、教育相談を徹底するよう各学校に指導して

いる。アンケートにおいて少しでもいじめに関する記載があった場合に

は、必ず対象児童生徒への教育相談を実施するようにしている。また、重

大な事案については、学校内のいじめ対策組織において事実確認を行うな

ど、段階的に対応している。基本的には、まず学級担任による教育相談が

第一段階となる。なお、担任への相談が難しい場合には、スクールカウン

セラーや養護教諭など、複数の相談先を用意している。 

委員 ○高校では、アンケートに加え、定期的に担任が生徒一人ひとりと 10 分

程度の短時間の教育相談を行い、その中で問題の把握につながるケースが

多い。小学校・中学校ではどのように実施しているのか。 

教育長 

 

 

○不登校の増加は、ゴールデンウイークや長期休業明けに多い傾向がある

ため、各学校では休業明けに全員を対象とした教育相談を実施している。 

〇定期的には休み明け年４回の実施と、それに加えて、気になる児童生徒
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教育長（前頁

の続き） 

がいる場合には個別に対応している。また、アンケート結果を踏まえた教

育相談も実施している。 

 

○ 事務局から、パブリックコメントを実施する旨および次回会議をパブリックコメント終

了後、必要に応じて開催する旨の説明。 

 

５ 閉会                          


